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悠斗さんは，次の問題を考えています。

問題

右の図のように，平行四辺形ＡＢＣＤの
対角線の交点をＯとし，線分ＯＢ，ＯＤ上に，	
ＢＰ＝ＤＱとなる点Ｐ，Ｑをそれぞれとります。
このとき，ＡＰ＝ＣＱとなることを証明

しなさい。
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次の（１），（２）の各問いに答えなさい。

（１）	悠斗さんは，次のような証明の方針１を考えました。この証明の
方針１にもとづいて，ＡＰ＝ＣＱとなることを証明することができま	
す。

証明の方針１

１ 　ＡＰ＝ＣＱを証明するためには， 
ＡＢＰ≡ ＣＤＱを示せばよい。

２ 　 ＡＢＰと ＣＤＱの辺や角につい 
て，等しいことがわかるものを探せ
ばよい。まず，平行四辺形ＡＢＣＤの性質から，ＡＢ＝ＣＤが
わかるし，仮定から，ＢＰ＝ＤＱもわかっている。

３ 　２ を使うと， ＡＢＰ≡ ＣＤＱが示せそうだ。
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	 	 この証明の方針１にもとづいて，ＡＰ＝ＣＱとなることを証明しな	
さい。
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（２）	ＡＰ＝ＣＱであることは，右の図のよう
に，線分ＡＱ，線分ＣＰをひき，次のよう
な証明の方針２を考えて証明することも	
できます。

証明の方針２

１ 　ＡＰ＝ＣＱを証明するためには，	
四角形ＡＰＣＱが平行四辺形である
ことを示せばよい。

２ 　四角形ＡＰＣＱについて，� 	
平行四辺形ＡＢＣＤの性質から，ＯＡ＝ＯＣがわかる。

３ 　２ と仮定のＢＰ＝ＤＱを使うと，四角形ＡＰＣＱが� 	
平行四辺形であることは， ことから示せそうだ。
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	 	 証明の方針２の に当てはまることがらが，下のアか
らエまでの中にあります。正しいものを１つ選びなさい。

ア　対角線がそれぞれの中点で交わる

イ　対角線が垂直に交わる

ウ　対角線の長さが等しい

エ　対角線が垂直に交わり，その長さが等しい
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